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寒さに合わせるかのようにオミクロン株による感染者が急増し、これまで以上に厳しい冬

となっています。静かな年明けを迎え3学期は順調にスタートしたかに思えましたが、オミ

クロン株の感染力は強く、1 月中旬より恐ろしい勢いで感染者が増え、１月 27 日(木)から

2 月 20 日(日)までの期間で当県に「まん延防止等重点措置」が適応されました。 

3 学期もいろいろな行事を計画しておりましたが見直すことを余儀なくされました。全校

縄跳び運動の中止、巡回公演事業のオンライン配信にての鑑賞等々、楽しみにしていた行事

が今回も内容の変更や中止につながってしまいました。特に残念だったのは、本年度最終の

オープンスクールが実施できなかったことです。子どもたちの成長した姿を見ていただこう

と、教師も準備を進めて参りました。また子ども達も張り切っていたことでしょう。もちろ

ん、保護者の皆様を始めご家族や地域の皆様も心待ちにしていただいていたことでしょう。

学校での子ども達の様子を見ることができずがっかりされていることと思いますが、子ども

の安全を配慮しての対応ですので、ご理解をお願いします。また、当日は、ＰＴＡ会員研修

部で『会員研修会』を計画し準備を進めていただいておりましたが、これも中止となり、皆

様には申し訳なく思います。 

何度も書かせていただいておりますが、子ど

も達はコロナ禍でも精一杯学習活動に取り組ん

でおります。ご家庭でも頑張るお子様の姿を褒

めてあげてください。コロナが収束し心から喜

べる春が到来したときには、ご来校いただきゆ

っくりと子ども達の生き生きとした姿を見てい

ただきたいと思います。それまで、ぐっと我慢

して、健康を第一に考えながら、子ども達の学

力保障と充実した学校生活の確保に努めて参り

ます。どうか引き続きご協力の程、よろしくお

願いします。 

 

 １月の行事より  

３学期始業式 ―１月 7日(金)― 

３学期の幕開けは、厳しい寒さとの戦いでしたが、体育館

にて始業式を行うことができました。緊張と寒さで空気もぴ

んと張り詰め、身も心も引き締まる中、子ども達はいつもの

ごとく一生懸命に話に耳を傾けました。 

３学期もこれまで同様に大変いいスタートが切れました。

保健室前掲示物｢日本全国おぞうにマップ｣ 

―新たな成長に向けてレッツ トライ！― 

新学年への準備の時期  
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早くコロナが収束し、たくさんの達成感や充実感が味わえる日が来ることを願うばかりです。 

始業式の後は、教室にて提出物を出したりめあてや係を決めたりしました。令和４年も

子ども達は大いに活躍してくれるでしょう。 

 

お正月献立 ―１月 12日(水)― 

お正月料理と言えば何が頭に浮かびますか？おせち料理に雑煮などでしょうか。どれも

日本が誇る伝統食と言えるでしょう。最近ではおせち料理

を作らない家庭が少しずつ増えてきているようですが、新

年を祝う・験を担ぐという意味でも、次世代に残ってほし

い日本の食文化です。 

さて、１月１２日の給食にお正月料理が出ました。お雑

煮に紅白なますなどを食し、もう一度正月気分を味わいま

した。子ども達も箸が進み、満足げな表情を浮かべていた

のが印象的でした。 

 

 

サウンドテーブルテニス ４年生 ―１月 1３日(木)― 

４年生は、福祉学習の一環として障害者スポーツのひとつ『サウンドテーブルテニス』

を体験しました。最初に講師の先生よりルール説明を聞いた後、早速サウンドテーブルテニ

スに挑戦しました。まずはアイマスクをつけずに、その後アイマスクをつけてプレーしまし

【始業式式辞より抜粋】 

皆さんは、昨年は干支の丑のごとくしっかりと地に足をつけ、時に我慢強くそして力強く着実に目標に

向かい歩んでくれました。では今年は寅のごとく歩んでほしいと思います。どのように歩んでほしいかを詳

しく言いますね。皆さん、新しいことに『トライ（挑戦）』する子をめざし、歩みを進めてください。 

 

『百聞は一見にしかず』ということわざを知っていますか。百回聞くよりも、たった一度でも自分の目で

見たほうが確かだということです。例えば「マラソンはしんどいです

よ」といくら言われても実感が湧きませんが、実際に走ると本当

のつらさが分かり、次からはその経験を基にどのようなペースで

走ったら良いかを考えることができますね。ある有名な学者の言

葉にもよく似た言葉があります。アインシュタインという学者の言葉

です。｢何かを学ぶためには、自分で体験する以上にいい方法

はない｣と言う言葉を残しています。挑戦しいろんなことを体験し

てこそ、その苦しみやしんどさ、楽しさや面白さなどがわかり、本

当の力になっていきます。 

 

これからいろんなことに挑戦するチャンスはたくさん出てきます。例えば、５年生なら児童会役員選挙

に挑戦するのも素晴らしいですね。また委員長や副委員長に挑戦するのもいいでしょう。更には学校

外での行事に挑戦してもいいと思いますよ。挑戦するチャンスがあれば、ぜひとも、進んでトライしてくださ

い。 
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た。アイマスクをつけないときは、確実に球を捉えていた子ども達ですが、アイマスクをつ

けた途端に難易度は一気に上がり、打ち返すどころか球に触れるだけで精一杯の状態となり

ました。でも、くじけずに練習を繰り返すことで、少

しずつコツを掴み、みんなで試合をするところまで上

達しました。 

昨年は東京パラリンピックが開催され、障害者スポ

ーツへの関心が高まっています。障害のある人のみな

らず、障害のない人も一緒に楽しめる場面が増えてく

ることでしょう。 

 

 

多可町統一漢字計算力テスト ―１月 1４日(金)― 

１月１４日の２・３校時に多可町統一漢字計算力テストを

全校一斉に実施しました。 

２校時に計算力テスト、そして３校時に漢字力テストに臨

んだ子ども達は、計算ではケアレスミスをしないように、ま

た漢字でははねやはらいに細心の注意を払いながら取り組み

ました。 

教室に入りますと、張り詰めた空気の中で、鉛筆が走る音

だけが聞こえてます。その姿から「冬休み中に繰り返し練習をしてきた成果を出し切るんだ」

という思いがしっかりと伝わってきました。 

 

 

１・１７ ひょうご安全の日 ―１月 17日(月)― 

阪神淡路大震災が起きてから２７年の月日が流れました。月

日は流れども当時の衝撃や悲しみは忘れることはありません。

ただ、時は流れ当時を知らない人々にとっては、体験をした者

と比べると１・１７の感じ方は違うことでしょう。 

震災の記憶を風化させないために、本校では今年も地震を想

定した避難訓練・震災の犠牲者へ哀悼を表す黙祷・防災学習・

キッズ防災検定を行いました。 

 

予定していた EARTH員（学校・災害支援チーム）による講話を聞くことができませんでし

たが、職員の手で命を守る学習を繰り返し行っていきます。 

 

 

5年生 コサージュ「かすみ草」づくり ―１月 19日(水)― 

多可町内の小中学校の卒業生は、杉原紙のコサージュを胸につけ卒業式にのぞみます。

このコサージュは紙匠庵『でんでん』に携わるボランティアの皆さんの手で作られますが、

杉原谷小学校ではその一部分となる「かすみ草」を、５年生が作ることが恒例となっていま

す。この活動は、お世話になった６年生に感謝の気持ちを伝えるとともに、最高学年への心

構えを育てるきっかけにもなっています。 
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１２名の５年生は、「卒業生に喜んでもらいたい」「１年間お

世話になったお礼として贈りたい」という思いを込めて、約２

時間集中を切らさずに取り組みました。 

３月２３日の卒業式には、６年生の胸に美しく輝き、卒業生

の晴れの姿を引き立ててくれることでしょう。 

 

 

2・4年生 心の健康教育 実施 ―１月 19日(水)― 

私たちは多くのストレスを抱えながら日常生活を送って

います。これは子ども達も同じです。子ども達が抱えるス

トレスが少しでも軽減されるように、自分の心との向き合

い方やストレスを軽減する方法、上手に人間関係を形成す

る方法などを、「心の健康教育」にて学習しています。 

 今回２年生は『トラブルになった時の謝り方』を、４年

生は『相手も自分も気持ちよくなれる伝え方』について学

びました。思いが上手に伝えられずにトラブルになったり

意味を取り違うことで誤解を生じたりすることがあります。そこで、みんなが気持ちよく生

活できることを願いながらこのテーマ設定し、学習を進めました。 

 

 

タブレット接続テスト ―１月 26日(水)― 

学校では、出席停止や臨時休業中の子ども達の学習が止

まらないように、タブレットの活用を進めているところで

す。 

特に、１月に入り北播磨管内でコロナ感染者が急増して

いることを受け、この日に急遽全学年を対象に『タブレッ

トによる家庭と学校間の接続テスト』を実施しました。 

まずは、接続ができているか。そして音声や画像が途切

れずに届いているか。黒板の文字は見えるか。先生の声が聞こえるかなどを点検し、学校と

家庭を結んで学習を行うときの課題を洗い出しました。その後、子ども達は『接続アンケー

ト』に回答し、学校へ送信する操作も行いました。 

一気にオンライン学習を進めることは難しいので、改善を図りながら取り組んでいきま

す。 

 

 

文化庁巡回公演事業 ―１月 2７日(木)― 

子ども達に芸術の素晴らしさに触れる機会を持たせるために、今年も文化庁による巡回

公演事業を実施しました。 

第 1回目は１２月１日に、本事業のワークショップを実施し、全校生が沖縄芸能を知る機

会を持ちました。特に５・６年生は本公演で披露する『組踊』を練習し、本番を心待ちにし

ていました。ところが新型コロナウイルスの感染者が増え鑑賞形態がオンライン活用に変更

されたため、組踊の披露は叶いませんでした。 
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さて第２回目となる本公演では、５校時に全校生がオン

ラインにて沖縄伝統『琉球舞踊と組踊』を鑑賞しました。

琉球楽器の紹介や組踊の説明があった後、組踊『万歳敵

討』の見事な舞を見せていただきました。 

モニターを通じての鑑賞となりましたが、演者の熱い思

いは伝わってきました。次代の文化の担い手となる子ども

達の中から、芸術に興味を持ち、将来その道に進む児童が

現れるかもしれませんね 

。 

 

児童会選挙について 

本来なら今頃は、来年度の児童会役員立候補者が各教室を回

り、立候補した経緯やめざす児童会の姿を熱く演説しているところ

ですが、今年も昨年に引き続きコロナ感染防止のために中止となり

ました。この体験は、人前で自分の思いを分かりやすく伝える貴重

な学習の場になっています。その機会が持てないことは残念です

が、来年にかける立候補者の思いは、これまでと何らかわること

なく、素晴らしい杉原谷小学校を作りたいという思いがありま

す。誰が当選しても、きっと下級生を引っ張り、誇り高き杉原谷

小学校を築き上げてくれることでしょう。 

なお、選挙は２月２日(水)に予定しております。投票はタブレットを活用する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階段踊り場に貼られた 

立候補者ポスター 



２月の行事予定 

※新型コロナウイルスの感染状況により変更する場合があります 

 

月 日 曜 学　　校　　行　　事　　等

1 火 いのちと人権の日

2 水 児童会選挙
3 木
4 金 図工持ち回り展～2／9(水)　
5 土
6 日
7 月 朝会
8 火
9 水 ストレスマネジメント授業②6年③5年
10 木 ぽかぽか集会④
11 金 建国記念の日
12 土
13 日
14 月 4年生⑤⑥福祉学習(朗読体験)　読書週間

15 火
登校指導･安全点検　心の授業⑤ 3年
貯金日　読み聞かせ①

16 水 クラブ活動＋3年参加
17 木 読み聞かせ②
18 金
19 土
20 日
21 月 読書week　朝会
22 火 読み聞かせ(図書委員より)
23 水 天皇誕生日
24 木
25 金 R4新入生体験入学　一斉下校
26 土
27 日
28 月 朝会（新旧児童会挨拶）
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